
2023 年 1月 22 日 備蓄庫点検実施報告 

１． 日時 

   2023年 1月 22日  10時 00分 ～ 12時 00分 

２． 参加人数 

  ２９名 （参考情報として運営委員の総数は９２名） 

（班別人数） 

本部 ５名、 情報班 ０名、 避難者管理班 ８名、 食料物資班 ４名、 環境衛生班 ７名、   

救護班 ５名、 （詳細は別紙 20230122備蓄庫参加者出欠表.xlsx 参照） 

３． 作業内容 

（１） 目的 

   ① 市からの支給品が収納されているかの確認 

   ② 収納物が倉庫ごとの用途別に収納されているか？ 

     〇１Ｆ右側      大きな資機材 

     〇１Ｆ左側      拠点運用備品 

     〇３Ｆ体育館裏    食料品 

     〇体育館ステージ下  避難所設営資機材 

（２） 今回作業概要 

     作業を前半、後半に分けて実施（集まった人数により同時進行を判断） 

     前半   １Ｆ倉庫の点検   （10;15～11:10） 

     後半   ３Ｆ倉庫の点検   （11;10～11:45） 

     ①倉庫収納品リストとの照合   

②収納品の格納場所変更（用途別に収納） 

     ③今回は資機材の稼働確認はランタンのみとする。 

     ④食料品の期限切れ数量チェックは実施しない。（2022/9に実施しているので） 

    ＜作業グループの役割と人員＞ 

    グループは班で分けずに出席者の状況で判断し依頼する。 

    指揮者１名、 リスト記入者 1名、 搬出担当＋チェックリスト照合者 数名 

（３） 作業手順 

－１） １０時参加者点呼 

    班ごとに集合していただき 参加者確認 

    前半作業の人割り付け （班ごとの作業ではない） 

  右側担当  男子多め 

    指揮者、 リスト記入者、 搬出担当、 チェックリスト照合者 数名 

  左側担当  女子多め 

    指揮者、 リスト記入者、 搬出担当、 チェックリスト照合者 数名 

    コンテナ内収納物確認者を任命の事（5コンテナあり） 

 その他箱に収納分の確認に数名必要  参加人数４０名を想定 

 ●非接触型体温計の動作確認 （女子 2名） 

－２）  小櫃より作業内容の説明 

  ①  作業概要説明、 資料配布 



  ②  １Ｆ 倉庫の点検 作業について説明 

       山側に向かって左が 左側倉庫、 右を 右側倉庫と呼ぶ 

      収納品をすべて外に出し、 チェックシートと照合 

      チェックシートにないものは青い養生テープに無と記入して 

      ある分と分けて置いておく 

  ③ チェックシートに記入してある保管箱については収納品個数確認 

  ④ １１時００分時点で前半の作業は終了する。 未確認は判るように印をする。 

－３）   作業開始  

【右側倉庫】 

     右側倉庫の右奥棚に水缶２０箱（２０２７年賞味期限）分があるので 

      これは戻さず、 ３Ｆ倉庫に運ぶ。 

       空いた棚のスペースには利用頻度は低い資機材を収納する。 

       なにを置くかは当日判断。 

      プライベート保護テント 2 箱 は 体育館ステージ下に移動 

【左側倉庫】 

      左側倉庫に収納されている 

       箱に収納している分については下記の分は中身確認 

         コンテナＡ～Ｅは中身確認 

       それ以外の箱については箱収納品がチェックシートにあるか確認する 

     ＜作業時の考慮事項＞ 

      ①保温用シート 50 枚、 アルミブラケット 240 枚はステージ下に移動 

      ②生理用品Ａ，Ｂ ４２５個、 高齢者おむつ ９０枚 

     幼児用紙おむつ  １３５０枚 は ３Ｆ倉庫に収納する予定であるが、 

      移動前に ３Ｆ倉庫の空きがない可能性があるので、 

      １Ｆ左右、３Ｆ倉庫に分割収納を検討するので最後に収納する。 

－４）  １１時００分頃 １Ｆ倉庫のチェック未完了の分には 

       ガムテープに未と書いて貼り倉庫の手前に収納する 

－５）   １１時１５分 ３Ｆに移動 

 ＜ステージ下＞ 

      ①体育館ステージ下に収納分を引き出し、チェックシートと照合 

      ②１Ｆから移動した プライベート保護テント 2箱 を収納 

      ③３Ｆ倉庫から 

        避難所用通路シート  ２枚、 災害用敷マット １枚 

        エアマット １枚を  移動して収納。 

＜３Ｆ倉庫＞ 

      ①女性陣はランタンの動作確認 ８名必要 

       ランタンは 市配備分  ５０台  電池 と 手動発電 の 2つテスト 

             拠点購入分 ２５台  電池 のテスト 

       １人 １０台を担当  電池は 入れ替えて同じ電池を使用する。 

確認事項 ①点灯するか  ② 電池は箱の中に入っているか 

             結果を箱に記入 

       ② 情報班による 

          通信機器収納箱の収納品確認 

      ③ １Ｆより移動した水缶２０箱を３Ｆ倉庫入口外側のスペースに置く。 

－６）   １１時４５分 体育館集合 反省会とまとめ 

      アンケート記入依頼  

（アンケート結果は 次ページに記載） 

（４）   １２時００分  解散                        

 



４．  アンケート結果報告 

   参加者 ２９名の内  ２１名回答 

（Ⅰ） 拠点予算で補充を考えている備品に対する意見 

  結果 －＞ 提案が賛成されたのでこの案で進める。 

１９６，０００円 を使用する計画案（市の補助金 119 千円＋自治会支援金 77 千円） 
   

     
回答結果(21 名中） 

資機材 
単価（税

込み） 
個数 

金額(予

想） 
購入理由 

賛成 

〇 

否 

✖ 

未回答 

△？ 

折り畳み机 5,500 4 22,000 Ｒ４訓練時指摘事項 19   2 

ソーラパネル 37,500 1 37,500 蓄電器本体はＲ１年購入済 18 1 2 

非常用常備灯 900 3 2,700 故障の為交換 19   2 

感染防護衣装セット 3,500 2 7,000 評価する 19   2 

運搬用背負子 8,000 1 8,000 作業効率アップ 18 1 2 

乾電池（充電式を購

入） 

予算内で購入個

数を決める 
26,800 19 万円未満の時購入 18   3 

クツカバー補充（100

枚入り） 
2,000 1 2,000 訓練消耗品補充 19   2 

色付きカムテープ(10

個入り） 
2,000 1 2,000 Ｒ４訓練時指摘事項 19   2 

滑車＋脚立 のセッ

ト 
20,000 1 20,000 ハマッコトイレ弁操作用 18 1 2 

安全三角コーン 2,000 10 20,000 ハマッコトイレ安全対策 17   4 

名札関係費用     3,000 運用経費（使用済） 
   

会館使用料     5,000 運用経費（使用済） 
   

印刷代     40,000 運用経費（使用済） 
   

合計     196,000     
  

        
 

（２）  今回の備蓄庫点検作業でお気づきのことをお書きください。 

●①チェックリストと物品に番号をつけて照合しやすくしてはどうでしょう。 

②チェックリストも単年ではなく少なくとも何年かは照合出来すようにするといいのでは 

③水リレーはきつかった。（１Ｆ倉庫から３Ｆ倉庫への移動作業）＜2．70 女＞ 

●倉庫内品のカビ、動物のフン等があるので定期的（２～３回／年）は倉庫を開けて通気、 

 清掃をすると良い。＜3．60 男＞ 

●ハマッコトイレをカバーするテントの購入も検討すべきか？＜4．50 男＞ 

●①リスト品目と現物に番号をつける ② ケースに収納している物には収納品一覧表と 

暦年が判る表にすると良い、 例として応急手当箱に入れてあるチェックシート等。  

③階段での物品運搬リレーは７０歳代には過重だった。 



④ランタン各戸に配布してもらいたい。＜7．70 女＞ 

●①クツカバーは２８ｃｍの靴も使えるものを準備願いたい。 

 ②蓄電器の常時の充電は（完全放電すると使えなくなる恐れあり）＜8．70 男＞ 

●①点検作業をもう少し工夫してやりやすいようにお願いしたい。 

 ②リスト表と品物を合わせるのに時間がかかって大変でした。＜9．60 女＞ 

●左側倉庫が老朽化してきていますので更新する事を検討必要＜10．70 男＞ 

●備蓄品を広く知っていただくために、参加者の増加を検討していただきたいと思った 

 ＜12．60 女＞ 

●点検時、品目が判りやすいように書いてあると時間短縮になると思います。 

 ＜13．未記入＞ 

●写真付きのリストであると分かり易い、外箱にＱＲコード（テプラー）等を貼っておくと管

理しやすいと思います。 ＜14．50 男＞ 

●トラロープ、 テープ は必要では ＜16．60 男＞ 

●全員の協力が大切    ＜19．80 男＞ 

●定期的な点検作業を行うことは大変大切だと実感した。 （カビ、電池不良等が発見された）

＜20．70 男＞ 

 

＜＜ アンケートの指摘を受けての事務局の対応 ＞＞ 

（指摘１） チェックリストと現物との照合方法を検討する。  

   ―＞（回答１）チェックシートの名称と現物照合が判りやすくする工夫。 

    事務局でたたき台を作り、本部委員と相談する。 

（指摘２） 備蓄庫本体の更新を検討 

―＞（回答２）横浜市に再度依頼する。（過去も依頼している） 

（指摘３） 購入してほしい品物あり  

―＞（回答３） 今期備品購入で対応する物 

      〇クツカバー 〇トラロープ、テープ  

（指摘４） 担架のカビ、 乾電池の劣化の対応について 

   ―＞（回答４） 事務局が横浜市拠点担当と相談します。 

（その他指摘） ―＞ 次期拠点運営委員会で検討する。 

 以上 

 


